










































先駆者の啓蒙活動︑児童雑誌の創刊︑教育制度の整備と作用︑児童読み物の登場︑文人による創作童話の誕生などのプロセスをみると︑恰もそれより十数年後の中国児 文学の 成︑変遷の軌跡をいちいち予告しているかのような錯覚を覚える︒本書は作家間の影響関係や あるいは思潮 流派の相互作用を実証する︑という意味にお ての﹁比較研究﹂ではなく むしろ一種の平行対照とい 手法で︑各段階における双方の典型事例に基づいて︑中日児童文学の生成︑発展における連続と断絶 偶然と必然︑内部要因と外部要因︑また両者の差異などを整理分析することによって︑中国の児童文学の特性と不備を浮き彫りに ︒以下はその各章の内容を概観して いささか評者 所感を述べさせていただく︒　
第一章﹁啓蒙者の設計﹂では︑福沢諭吉と梁啓超の啓蒙活動に











































ith keenest edges unuse’d,
Yet unsteeled by scathing fire; 
Lovely feet as yet unbruise’d 
O
n the w
ays of dark desire; 
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の描く神々の顔に静かで穏やかな子供の微笑みを浮かべさせたのである︒クリスチャン芸術家の中で︑偉大なるイタリアの彫刻家ミケランジェロは︑ある教会 内壁に描いた二枚の著名な天使 絵において︑子供らしい静謐についてもっとも注目すべき研究を残した これら天使の顔や身体は っぽいものだが︑これら 子供の目にすべての不滅の知恵︑かつてあった︑現にある︑あるいは今後もありうるすべての知識を見ることができる︒
　
ハーンの英文学講義録はその文学批評の一環として︑彼の批評
家としての側面を知る上で重要である︒ ﹁子供﹂の含意を解釈するこれらの文字 中に︑実は彼の日本体験の片鱗が無意識に刷り込まれている︒それはともかく︑未明の﹁児童観﹂はハーンのそれに極めて近 と言える︒未明の童話世界からは︑その神秘性︑暗さ︑不気味さ︑おどろおどろしさも含めて︑ 怪談﹂作家感化の一端が読みと はずである︒一方 葉聖陶も子供世界の﹁純真﹂ ﹁善美﹂を謳っているが︑社会現実への関心が深まるにつ
274
れて︑その作品も教訓の色彩を強めていく︒児童はつねに感化と教訓の対象に過ぎないから︑未明の作品に現れたような︑ ﹁子供の心境﹂に寄り添う︑自由奔放で 伸び伸びした想像と多彩の意匠は葉聖陶に期待できないのも頷
うなず
かれるであろう︒
　
草創期の中日児童文学の生成︑発展の軌跡︑代表的作家の事例
を細かく比較考察した著者は︑人間の感受性よりもその社会責任を重んじるあまり︑中国の童話作家はつねに厳めしい︑ ﹁取り外せぬ﹂仮面
︱︱
説教面をかぶっている︑と結論する︒
宜むべ
なるかな︒
元をただせば︑かつて周作人が叱責した﹁文以載道﹂の流弊に由来していることは言うまでもない︒　
謹厳なる学術書だが︑
瑕か
疵し
として誤植がちらほら目につく︒
﹁他﹂が﹁她
0
﹂になる
（一三六頁）
のはともかく︑ ﹃蒙学報﹄発起人
の一人曾広銓が﹁曾広
荃
0
﹂（八二頁）
︑ ﹁曾
国
0
銓﹂一一五頁）になっ
たり︑平賀源内が﹁
半
0
賀源内﹂
（一四四頁）
と化けたりするところ
は︑白米に混ざった砂利のようなもので やはり摘みとってもらいたいものである︒
